〇〇年度　北信越支部研究発表会・製品発表検討会　予稿原稿の執筆要領
－2段組の場合－

関川みなみ1・村上弥彦2・田上あきは1, 3
（1：新潟雪氷大学理工学部　2：新潟県雪氷技術センター　3：（株）下越雪氷テクノロジー）
１．原稿の書式
原稿は以下に示す要領に基づき，レイアウトした図表等を含めて，A4版4枚以内で作成する．横書き2段組の場合は，本文部分の1段を24字×48行とする．余白として上下は25 mm，左右は20 mmあけること．
２．タイトルと著者名

タイトルは12ポイントのゴシック系フォントを使用する（副題が必要な場合は2行目にゴシック系11ポイントを使用する）．また，著者名は10ポイントの明朝系フォントを用いる．著者の所属機関が異なる場合には，著者名の右肩に1，2のように数字をつけ，著者名の下にそれぞれの機関名を9ポイントの明朝系フォントで記す．
３．見出しと本文
大見出しは行頭から「１．はじめに」のように，また小見出しは「２．１　観測方法」のように，ゴシック系10ポイントのフォントを用いて書く．本文には明朝系10ポイントのフォントを用いるものとする．英文については10ポイントのTimes New Romanを用いて書く．
句読点は「，」と「．」とを用いる．単位はm s-1のようにベキ指数で表記し，半角1文字空けて単位の積を表す．数式を用いる場合は，上下に1行ずつあけて明瞭に書く．数式の後には(1)，(2)などの番号をつけ，本文中の引用は式（1），式（2）などとする．量・数を表す記号，変数はイタリック，その他は立体とし，添字も同様とする．
４．引用

本文中の引用の仕方は「雪氷」の執筆要領に従うものとする．引用した文献は本文の末尾に「文献」と記し，第１著者姓のアルファベット順に並べること．記載方法は本頁末尾の例，および「雪氷」の執筆要領に従う．
５．図・表

図（写真も図として扱う）と表は，通し番号，表題・説明等をつけた上で，原稿中に画像をレイアウトして貼り付けること（別紙にはしない）．図表のサイズはページ幅または半ページ幅に限るものとする．
図の表題・説明は図の下に，表の表題は表の上に記載する．いずれもゴシック系9ポイントのフォントを用いる．
なお，図や写真などにカラーを使用することは可能であるが，「雪氷北信越」のうち，冊子版についてはモノクロ印刷で作成されることに注意すること（PDF版にはカラーで掲載される）．
６．投稿要領
　原稿ファイルはPDFファイルに変換した上で，自筆署名した著作権譲渡承諾書とともに，電子メールに添付して投稿する．原稿と承諾書の送付先については，「雪氷」5月号，あるいは支部ホームページを参照のこと．
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図１　冠雪したスギ林の状況．
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